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何ができる？ 何が変わる？

　本研究では、双方向変換機構（双方向モ
デル変換言語と環境）を構築することにより、
ソフトウェアの構成手法とソフトウェアの発

展手法との関係を科学的に解明し、発展的
ソフトウエアを開発するための新しい方法
論を確立することを目指す。 

　本研究の進展により、双方向モデル変
換の新しい規格、発展的ソフトウェア開発
のための新しい形式的な方法論、および、

ソフトウェア成果物の一貫性を保持する
ためのツールの構築が期待できる。 
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モデル駆動によるソフトウエア開発過程

モデル＋モ
デル変換

双方向モデル変換によるソフトウエア進化

双方向機構導入

変換を適用する前のモデルと変換によって得ら
れたモデルが共存してそれぞれ発展する。ある
モデルに加えた変更をどのように正しく他のモデ

ルに伝播し、システムの一貫性を保証する。

双方向モデル変換機構

研究課題

A　双方向モデル変換の数学的基盤の確立 
　　と双方向モデル変換言語の設計  

B　双方向モデル変換プログラムの開発 
　　支援環境の構築 

C　ソフトウェア開発過程に向けた双方向 
　　モデル変換基盤の構築とその評価


